
1 ガイドラインの概要

２ ガイドラインの内容

（１）ドローンについて

○災害時のドローンの活用用途や、活用する上でのリスク
および注意点、飛行レベル、物資輸送実施フロー

（２）活用体制の整備

○市町、県、民間事業者、地域住民の発災前・発災後の役割

と行うべき事項

（３）発災に備えた準備

〇発災に備えた準備事項（業務手順）

〇機体（ドローン）を選定する際のポイント

〇離着陸地点および飛行ルートの選定ポイント・留意点

〇ドローン飛行に関連する法制度の整理

〇国交省航空局への申請手続きのフロー、手続き方法

○ドローン飛行の可否を判断するための飛行条件の設定

〇飛行訓練の実施

〇ドローン飛行中に発生した事故等への対応

（４）発災時の対応

〇ドローン飛行決定後の行うべき事項（業務手順）

〇災害時に適用されるドローン飛行の特例と国交省航空局

への申請手続き

〇物資の積載や受け取り時の作業手順・留意点

○飛行日誌・点検記録を作成する際の留意点

（５）先進事例紹介

〇先進事例紹介

【物資輸送の様子）】

○令和６年能登半島地震では、道路の寸断により発生した孤立地域に対して、ドローンを活用した物資

輸送等により迅速な物資提供が実施された

○本県においても、能登半島と同様の地形であり、孤立地域が発生する可能性があることから、ドロー

ンによる物資輸送を円滑かつ迅速に実施できるよう、実証調査を行った上で、「ドローンを活用した災

害時物資輸送ガイドライン」を作成

○ガイドラインには、「ドローン活用上のリスクや注意点」や「発災に備えた準備事項」、「離着陸地点・飛行

ルートの選定ポイント」、「申請手続き」、「災害時に適用される特例」などを記載。また、ガイドラインの

別紙として安全かつ確実に業務を実施できるようチェックシートを作成

（６）チェックシート

〇業務実施チェックシート等（６種類）

【実証調査で選定した飛行ルート】
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【チェックシート】
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